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本論文はグラフト重合および有機金属触媒によるピニル重合に関するもので，緒論，第 1 ，-.....， 2 章お
よび総括に分けて研究の成果を記述している。その目的とするところは，いずれも特殊重合法によっ
て立体特異性に優れた熱耐性高分を子合成せんとするものである。特に第 1 章に記述しであるポリプ
ロピレンに対する珪素の導入に関する研究は本論文の最も大きな特徴とみることができる。
第 1 章(グラフト重合に関する研究)では最初ポリスチレンに対するアクリロニトリルのグラフト重
合を試み，ポリスチレンの酸素酸化によるヒドロベルオキシ化を検討した後，ここに得られたヒドロ
ベルオキシドとアクリロニトリルとのグラフト重合反応についての研究成果を述べている。ここに得
られた成果をさらにポリプロピレンに応用し，グラフト重合の相手としてアクリロニトリル，酢酸ピ
ニル，スチレン，アクリル酸ブ、チルを用いた結果同様な重合反応が進行することを認め，さらにポリ
プロピレンに珪素を導入することに成功したことを述べている。ちなみに珪素含有ポリプロピレンは
メチルヒドロポリシロキサンの存在下でプロピレンを重合せしめることによって得られる。
第 2 章で、は有機金属触媒についての検討の結果を述べ従来用いられていたアルミニウム・トリエチ
ルに新たに三フッ化ホウ素エ一テラートを組合せた触媒を用い，従来至難とされていた塩化ピニル，
酢酸ピニノレなどの立体特異性的重合を可能ならしめ，さらに見ープチルリチウムと三フッ化ホウ素エ
一テラートとを組合せた触媒もまた有効であることを認め，さらにこれらの成果をメタアクリル酸メ
チルの立体特異性的重合に応用している。
本論文は立体特異性重合体の合成に対して新しい分野を開拓したものと思われ，特にポリプロピレ
ンに対して珪素の導入に成功したこと，また従来至難とされていた酢酸ピニル，塩化ピユル特に後者
に対して立体特異性的重合を可能ならしめたことからみて，博士論文として十分価値があるものと認
められる。
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